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定例会定例会
3/1〜3/3/1〜3/2222

第第11回回

移住定住支援事業� 605万円
参議院選挙ほか選挙費� 905万円

新規就農者支援事業� 120万円
スマート農業社会実装促進事業� 431万円
農業農村整備事業� 520万円

新型コロナウイルス対策金融資事業� 400万円
新型コロナ経済対策商品券事業� 1,820万円

小学校エレベーター
改造事業
� 3,047万円

総務費関係総務費関係  1,5101,510万円万円

農林水産業費関係農林水産業費関係  1,0711,071万円万円

商工費関係商工費関係  2,2202,220万円万円

教育費関係 教育費関係 3,0473,047万円万円
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３
月
議
会
で
は
、
陳
情
２
件
、
条
例
改
正
８
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
４
件
、

新
年
度
予
算
と
補
正
予
算
（
第
１
回
）、
議
員
発
議
４
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
４
会
計
（
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
下
水
道
事
業
）
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
新
規
事
業
の

支
出

複合型子育て複合型子育て 拠点施設拠点施設９９月月オープンオープン
《令和４年度 当初予算》

（前年度比）

○一般会計� 34億1,406万円�（90％）
○国民健康保険事業勘定特別会計� ３億7,209万円�（100％）
○後期高齢者医療特別会計� 5,242万円�（119％）
○下水道事業会計………◎収益的収入�１億5,235万円�（98％）
　　　　　　　　　　　　　　　支出�１億3,628万円�（94％）
　　　　　　　　　　　◎資本的収入� 397万円�（144％）
　　　　　　　　　　　　　　　支出� 5,294万円�（120％）

▲夢ふくらむ　建設中の複合型子育て施設

当初予算



スマートスピーカーを活用した
見守りサービス� 155万円
複合型子育て拠点施設管理運営
� 1,134万円
保育所総合対策事業� 1,987万円
児童館運営費� 648万円
放課後児童対策� 1,430万円

地方消費税交付地方消費税交付金金
9,1969,196万円万円

（前年度より28万円の増）

ふるさと納税寄附金ふるさと納税寄附金
11億億2,0002,000万円万円

（前年度より150万円の増）

村　税村　税
88億億9,8229,822万円万円

（前年度より1,607万円の増）

地方交付税地方交付税
55億億9,0949,094万円万円

（前年度より9,967万円の増）

民生費関民生費関係 係 
5,3545,354万円万円

【
総
務
課
】

①�

防
災
計
画
が
見
直
し
さ
れ
た
。
早
期
に

村
全
体
防
災
訓
練
の
実
施
を
。

②�

夢
は
ぐ
く
む
村
づ
く
り
基
金
の
使
途
は

村
民
意
見
と
チ
ェ
ッ
ク
の
場
を
。

【
総
合
政
策
課
】

①�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
内
容
を
、
分

か
り
や
す
く
情
報
提
供
さ
れ
た
い
。

②�

広
報
・
広
聴
事
業
の
充
実
の
た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

【
住
民
課
】

①�

男
女
共
同
参
画
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
、

課
題
整
理
が
不
十
分
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
早
急
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

【
福
祉
保
健
課
・
保
育
所
】

①�

児
童
館
職
員
一
名
は
、
正
規
職
員
を
配

置
さ
れ
た
い
。

②�

保
育
所
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
つ
い

て
は
、
職
員
配
置
や
保
護
者
説
明
な
ど

適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

【
建
設
産
業
課
】

①�

小
規
模
農
家
支
援
事
業
の
効
果
を
高
め

る
よ
う
周
知
徹
底
さ
れ
た
い
。

②�

「
が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン
」
５
年
間
の
実

施
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

【
教
育
委
員
会
】

①�

図
書
館
の
自
習
利
用
の
試
行
を
。

②�

子
育
て
拠
点
施
設
の
資
料
展
示
は
、
専

門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
リ
ー
ド
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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令和４年
度

むらの予
算 複合型子育て複合型子育て 拠点施設拠点施設９９月月オープンオープン

一
般
財
源
と
な
る

主
な
収
入

▲夢ふくらむ　建設中の複合型子育て施設

当初予算

予
算
審
査
の
付
帯
意
見



〔
主
な
補
正
予
算
〕

〈
コ
ロ
ナ
禍
緊
急
対
策
米

価
下
落
に
よ
る
農
業
者
支

援
事
業
〉

６
０
１
万
円

　

米
価
下
落
に
よ
る
農
業

者
支
援
の
た
め
の
補
助
金
。

※�

３
月
支
給
の
た
め
初
日

採
決
を
行
う

QQQ
　

臨
時
会
で
早
め

の
対
応
す
べ
き
。

A
　

初
日
採
決
で
間

に
合
う
と
判
断
。

〈
一
般
財
団
法
人
う
な
ば

ら
福
祉
事
業
団
補
助
金
〉

３
３
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
売
上
げ
が
減
少

し
て
い
る
う
な
ば
ら
荘
へ

補
て
ん
す
る
も
の
。

QQQ
　

こ
の
金
額
で
補

て
ん
で
き
る
の
か
。

A
　

い
ま
の
と
こ
ろ

こ
の
金
額
の
範
囲

で
収
ま
る
見
込
み
で
あ
る
。

〈
複
合
型
子
育
て
拠
点
施

設
建
設
工
事
〉

▲
７
億
６
９
１
６
万
円

　

２
カ
年
工
事
の
た
め
、

今
年
度
分
の
決
算
見
込
額

を
残
し
減
額
す
る
も
の
。

《
修
正
動
議
》

発
議　

橋
井
議
員

　

一
般
財
団
法
人
う
な
ば

ら
福
祉
事
業
団
に
対
す
る

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

提
出
理
由

　

債
務
負
担
行
為
の
限
度

額
を
３
１
９
万
円
に
改
め

る
。
令
和
４
年
度
一
般
会

計
予
算
に
同
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
債

務
額
を
充
当
す
る
も
の
で
、

限
度
額
は
明
示
す
べ
き
で

あ
る
。

反
対
討
論　
加
藤
議
員

　
　
　
　
　

井
藤
議
員

　

精
算
に
あ
た
り
不
確
定

な
費
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　

金
額
が
不
確
定
な
も
の

は
文
言
の
み
で
も
よ
い
と

な
っ
て
お
り
、
最
後
ま
で

面
倒
を
見
る
う
え
で
も
修

正
は
必
要
な
い
。

〈
社
会
教
育
人
件
費
〉

７
８
３
万
円

　

複
合
型
子
育
て
拠
点
施

設
の
準
備
室
立
ち
上
げ
に

と
も
な
い
、
職
員
を
採
用

す
る
も
の
。

【
条
例
の
一
部
改
正
】

《
日
吉
津
村
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休

暇
等
の
取
得
要
件
を
緩
和

す
る
た
め
の
改
正
。

《
日
吉
津
村
税
条
例
及
び

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

税
の
減
免
に
つ
い
て
、

減
免
申
請
の
提
出
期
限
を

納
期
限
前
７
日
か
ら
納
期

限
へ
改
正
す
る
も
の
。

《
日
吉
津
村
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

７
年
ご
と
に
改
定
し
て

い
る
し
尿
料
金
は
、
米
子

市
に
追
随
し
て
お
り
、
こ

の
た
び
米
子
市
が
改
定
を

決
定
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

改
正
す
る
も
の
。

《
日
吉
津
村
消
防
団
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

消
防
庁
長
官
か
ら
の
報

酬
等
の
基
準
の
策
定
に
つ

い
て
の
通
知
を
踏
ま
え
、

見
直
し
を
行
う
も
の
。

《
日
吉
津
村
長
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
本
村
も
特

別
職
及
び
職
員
の
期
末
手

当
の
引
き
下
げ
を
実
施
す

る
も
の
。

修正動議提出修正動議提出されるもされるも
補正予算可決補正予算可決
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否
決
否
決

一
般
会
計（
第
10
回
）

補正予算・条例改正

補正予算額
● 一般会計（第９回）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・874万円

　　　　　（第10回）・・・・・・・・・・・・・・・・・▲６億7,615万円

（令和４年度第１回）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・850万円
● 国民健康保険事業勘定特別会計（第３回）・・・・546万円
● 後期高齢者医療特別会計（第３回）・・・・・・・・・・・・32万円

賛
成

反
対

2７

一
般
会
計（
第
９
回
）

一
般
会
計

令
和
４
年
度（
第
１
回
）



●賛否の分かれた議案（賛成：○　反対：×）

議案番号 件　　　名 議決結果
橋
井
加
藤
松
田
井
藤
三
島
松
本
河
中
前
田
長
谷
川

山
路

第６号 令和３年度日吉津村一般会計補正予算（第10回） 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ─

第15号 日吉津村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ─

第17号 令和４年度日吉津村一般会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ─

※議長は賛否表明しない

●全会一致で議決された議案
議案番号 件　　　名 議決結果

第１号 令和３年度日吉津村一般会計補正予
算（第９回） 可決

第２号 日吉津村職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例 可決

第３号 日吉津村税条例及び日吉津村国民健
康保険税条例の一部を改正する条例 可決

第４号 日吉津村廃棄物の処理及び清掃に関
する条例の一部を改正する条例 可決

第５号 日吉津村消防団条例の一部を改正す
る条例 可決

○議員発議については４件とも全会一致で可決

《
日
吉
津
村
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
本
村
も
特

別
職
及
び
職
員
の
期
末
手

当
の
引
き
下
げ
を
実
施
す

る
も
の
。

《
日
吉
津
村
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
》

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
本
村
も
職

員
の
期
末
手
当
の
引
き
下

げ
を
実
施
す
る
も
の
。

《
日
吉
津
村
公
共
下
水
道

使
用
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
》

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

状
況
で
あ
り
、
使
用
料
の

減
額
率
の
引
き
下
げ
及
び

廃
止
時
期
を
1
年
延
期
す

る
。
現
状
の
６
％
減
免
を

据
置
く
。

【
議
員
発
議
】

第
１
号

《
日
吉
津
村
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
》

　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
特
別
職
の

職
員
の
期
末
手
当
の
引
き

下
げ
を
実
施
す
る
も
の
。

第
２
号

《
日
吉
津
村
議
会
会
議
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
》

　

議
員
が
会
議
に
欠
席
す

る
場
合
の
事
由
の
明
確
化
。

出
産
の
た
め
出
席
で
き
な

い
場
合
の
期
間
を
具
体
的

に
示
す
。
ま
た
、
請
願
書

の
記
載
方
法
や
押
印
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
。

第
３
号

《
令
和
４
年
度
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
》

　

転
作
を
促
す
た
め
の
直

接
支
払
交
付
金
の
条
件
が

厳
格
化
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
こ
の
見
直
し
は
農

家
の
意
欲
を
削
ぎ
、
離
農

を
助
長
す
る
と
推
察
さ
れ

る
。
厳
格
化
に
よ
り
除
か

れ
た
農
地
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
な
支
援
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

第
４
号

《
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
を
強
く
非
難
す

る
決
議
》

　

こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
の

行
動
は
国
際
秩
序
に
反
す

る
も
の
。
恒
久
平
和
は
人

類
の
願
い
で
あ
り
、
戦
争

の
な
い
平
和
な
世
界
を
希

求
し
、
決
議
す
る
も
の
。
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議案番号 件　　　名 議決結果

第７号 令和３年度日吉津村国民健康保険事
業勘定特別会計補正予算（第３回） 可決

第８号 令和３年度日吉津村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３回） 可決

第13号 日吉津村村長の給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

第14号
日吉津村教育委員会教育長の給与及
び勤務時間等に関する条例の一部を
改正する条例

可決

第16号 日吉津村公共下水道使用料の特例に
関する条例の一部を改正する条例 可決

条例改正・議員発議



１対３ １対８
（原案に対して）
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　陳情は「総務経済常任委員会」「教育民生常任委員会」に付託し、議論・検討の後「採択」
「不採択」が決定されます。その結果を本会議で報告し「反対」「賛成」の討論を行い、採決の
結果を日吉津村議会の最終判断とします。（採択の場合は、政府機関等へ意見書を提出します）

賛成  三島
反対  長谷川・井藤・山路

賛成  三島
反対  長谷川・井藤・橋井・
松本・河中・前田・松田・加藤

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を
求める陳情書

陳情者：鳥取県労働組合総連合　議長　田中　暁

米価下落に伴う農家支援についての陳情
陳情者：日吉津村地域資源保全会　会長　上場重俊

　　　　（農）法人ひえづ　代表　立脇賢二
　　　　㈱徳原ファーム　代表取締役　徳原隆博

陳情第２号

陳情第３号

委員長報告

委員長報告

本会議決定

本会議決定

不採択

採択

なし

なし

不採択

採択

陳情２件陳情２件をを審査審査しましたしました

質疑・討論

質疑・討論

全 会 一 致

陳情審査

＊３月定例会では２件の陳情が総務経済常任委員会に付託されました。
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《保育所型認定こども園について》
●以前より、村民から幼稚園についての要望もあり、保育所型認定こども園へ移行するこ

ととした。１号認定に対する保育の枠がひろがる。
　　１号認定とは…　①子どもの年齢が満３歳児以上
　　　　　　　　　　②保育に欠ける事由（保護者の就労など）を必要としない
●保育の内容そのものは変わらない。幼稚園教諭の資格は必要条件ではないが、すでに取

得している保育士も多く問題はない。
●保育所の受け入れ人数は130名程度とする方向で検討中。
《その他》　
●保育所の延長保育と、児童館の閉館時間を同時刻にするように検討中。
●要望のあった一時保育は、対象者・料金・受け入れ人数等、検討中だが、保育所ではな

く子育て支援センターを窓口とし、ファミリーサポートセンターと連携しつつ「一時預
かり事業」として、対応する方向である。

●９月５日（月）に開館、前日４日（日）にはオープニングイベント・内覧会を行いたい。
村保育所は設立70周年の節目にもあたる。

常任委員会調査報告常任委員会調査報告

保育所・児童館・子育て支援センター及び民俗資料館の「複合型子育て拠点
施設」の運営方針等や、令和５年４月から保育所を「保育所型認定こども園」

へ移行し、大きな転換を迎える日吉津村の子育て支援について、福祉保健課長より
説明を受け、調査研究を行いました。
　＊あらかじめ質問を提示し、回答を受けながら確認・意見交換をしました。

財産管理の調査研究を予定していましたが、
新型コロナウイルス対策のため、延期としま
した。

●調査目的：今後の子育て支援と保育について
●調 査 日：令和４年２月22日
●出 席 者：松田・加藤・河中・松本・前田委員長
●説 明 者：橋田福祉保健課長

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

委員会報告
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村
政
を

村
政
を

村
政
を
問
う
問
う

議　員 ページ 質　問　事　項

松田　悦郎 ９ １．コロナ特別警報時対応の是非は
２．プラスチック新法の取り組みは

井藤　　稔 10
１．村防災計画の見直し結果は
２．村のデジタル化への対応は
３．ボランティア支援とその内容は

三島　尋子 11 １．保育所を認定こども園とは
２．米価下落、村の対策は

前田　　昇 12
１．海浜エリアの活性化計画の策定を
２．村農業将来ビジョンの進め方は
３．ヴィレステひえづの自習利用について

河中　博子 13 １．情報の公開と共有は必要不可欠
２．海浜エリア活性化と具体策は

松本二三子 14 １．日吉津小学校の状況は
２．小学校校庭の芝刈り機の予算は

３月２日（水）

６人６人 のの 議 員議 員 がが
質 問質 問   しました。しました。

一般質問



QQQ
　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
発
生
し
、
す
ぐ

さ
ま
第
６
波
と
し
て
全
国

に
広
が
っ
た
。

　

県
で
１
月
24
日
に
出
さ

れ
た
特
別
警
報
時
、
村
で

は
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
る
こ
と
だ
け
を
防
災
無

線
で
多
く
放
送
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
村
内
で
も
感

染
者
が
出
た
。

　

な
ぜ
も
う
少
し
緊
張
感

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
特
別

警
報
時
対
応
の
是
非
に
つ

い
て
伺
う
。

A
村　
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

と
も
な
い
一
昨
年
か
ら
村

民
の
み
な
さ
ん
は
、
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
や
延

期
な
ど
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
い
る
。

　

県
内
で
鳥
取
県
版
新
型

コ
ロ
ナ
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
た
が
、
村
で
は
基
本

的
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
感

染
症
対
策
を
十
分
に
講
じ

た
上
で
施
設
使
用
可
能
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
方
で
米
子
市
に
市
中

感
染
急
拡
大
特
別
警
報
が

発
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
米

子
市
に
囲
ま
れ
た
本
村
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

自
粛
要
請
や
近
隣
地
域
と

連
絡
調
整
し
小
学
校
施
設

の
開
放
を
中
止
し
た
。

　

仮
に
村
内
で
感
染
拡
大

し
た
場
合
、
施
設
の
全
面

的
閉
鎖
も
考
え
ら
れ
る
が
、

保
健
所
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
判
断
を

し
た
い
。

　

今
後
も
村
民
の
み
な
さ

ん
は
感
染
対
策
を
徹
底
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
防

災
無
線
で
繰
返
し
注
意
喚

起
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
緊

張
感
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法
の

取
り
組
み
は

村
長　

従
来
ど
お
り
の

分
別
収
集
で
対
応

QQQ
　

今
、
世
界
中
で

大
き
な
環
境
問
題

は
気
候
変
動
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
で
あ
る
。

　

政
府
は
海
洋
汚
染
を
含

め
、
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
と

し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法

を
公
布
し
た
。

　

村
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
伺
う
。

A
村　
長

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
に
関
す
る
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
「
資
源

環
境
促
進
に
関
す
る
法

律
」
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
新
法
が
公
布
さ
れ
た
。

　

新
法
は
業
者
が
引
き

取
っ
た
廃
棄
物
を
再
商
品

化
、資
源
化
の
流
れ
で
あ
る
。

　

村
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

と
衣
類
を
分
別
収
集
し
、

再
資
源
化
を
し
て
い
る
の

で
、
法
の
一
括
回
収
に
近

い
と
考
え
、
従
来
ど
お
り

の
分
別
方
法
で
対
応
す
る
。
議会ひえづNo.170　令和４年５月１日　発行9

松田悦郎　議員松田悦郎　議員

コロナ特別警報時対応の是非は
村長　緊張感を持って対応していきたい

▲�食品トレーはプラ表示であるが発泡です

▲３回目の接種で感染拡大防止を

一般質問



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と

そ
の
内
容
は

村
長　

助
成
金
の

活
用
拡
大
に
努
め
る

QQQ
　

先
の
議
会
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
支
援
に
つ
い
て

答
弁
さ
れ
て
い
る
。

①
そ
の
後
の
具
体
的
検
討

は
。

②
新
し
い
支
援
事
業
の
有

無
と
予
算
付
け
は
。

③
今
後
の
課
題
と
展
望
は
。

等
に
つ
い
て
伺
う
。

A
村　
長

　

①
ま
ず
は
、
広

報
や
助
成
金
の
活
用
の
点

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

が
、
も
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
広
報
等
に
努
め
る
。

③
団
体
の
育
成
が
課
題
で

あ
る
。
社
協
や
県
、
国
と

の
連
携
を
強
め
て
い
き
た

い
。

QQQ
　

村
の
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、

今
年
度
末
ま
で
に
公
表
す

る
と
答
弁
さ
れ
て
き
た
。

①
見
直
し
の
要
点
と
理
由

は
。

②
見
直
し
た
事
項
の
実
施

時
期
と
そ
の
手
順
は
。

③
実
施
に
向
け
た
新
年
度

予
算
編
成
の
有
無
は
。

④
地
区
防
災
組
織
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

等
に
つ
い
て
伺
う
。

A
村　
長

　

①
要
点
は
、
避

難
レ
ベ
ル
の
改
正
、
感
染

症
対
策
、
対
策
本
部
の
再

編
の
３
点
で
あ
る
。
国
の

改
正
に
合
わ
せ
た
り
、
コ

ロ
ナ
感
染
に
対
応
し
た
り
、

再
編
に
よ
り
対
策
本
部
の

強
化
を
図
っ
た
。

②
10
月
に
職
員
全
体
で
訓

練
を
実
施
し
、
改
正
点
の

一
部
の
検
証
を
行
っ
た
。

③
現
行
の
予
算
で
対
応
し

て
み
る
。
必
要
な
時
は
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
自
助
・
共
助
が
大
切
で
、

地
区
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
た
め
、
防
災
士
を
設

け
た
。
地
区
内
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
防
災
士
の
連
絡
会

の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

村
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
は

村
長　

国
か
ら
示
さ
れ
た

計
画
に
沿
っ
て
推
進

QQQ
　

①
村
の
現
状
認

識
は
。

②
今
後
の
推
進
に
対
す
る

所
見
は
。

③
推
進
に
向
け
た
新
年
度

の
事
業
と
予
算
は
。

A
村　
長

　

①
示
さ
れ
た
六

つ
の
重
点
取
組
事
項
に
沿
っ

て
推
進
し
て
き
て
い
る
。

②
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
。

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
、
村
民
の
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
推
進
す
る
。

③
国
か
ら
の
予
算
も
見
込

ま
れ
る
。
見
守
り
事
業
へ

の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。
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村
防
災
計
画
の
見
直
し
結
果
は

村
長
　
防
災
会
議
に
か
け
年
度
内
に
公
表

▲急がれる全体訓練

一般質問

井藤　稔　議員井藤　稔　議員

▲受賞したボランティア団体（見守り隊）
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QQQ
　

建
設
中
の
保
育

所
を
、
保
育
所
型

認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
考

え
を
示
さ
れ
た
。
現
在
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
検
討
中
と
い
う
。

　

ど
う
い
う
経
緯
で
認
定

こ
ど
も
園
に
な
っ
た
の
か
。

A
村　
長

　

平
成
25
年
度
実

施
の
子
ど
も
子
育
て
支
援

計
画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
等

で
要
望
が
多
く
あ
っ
た
。

　

保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
は
、
保
護
者
の
就
労
条

件
に
関
係
な
い
。
一
号
認

定
利
用
枠
を
広
げ
る
こ
と

で
、
幼
保
小
の
連
携
を
、

よ
り
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

令
和
５
年
４
月
を
目
途

に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

QQQ
　

定
員
を
１
２
０

人
か
ら
１
８
０
人

に
す
る
と
示
さ
れ
た
。
今

後
、
一
号
認
定
は
増
え
る

の
か
。
未
満
児
の
整
備
を

図
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

今
後
の
乳
幼
児
数
の
推

移
等
説
明
を
。

A
村　
長

　

定
員
１
８
０
人

は
、
新
施
設
の
面
積
か
ら
、

国
・
県
の
基
準
で
算
出
し

た
受
け
入
れ
可
能
園
児
数

で
あ
り
、
必
ず
そ
こ
ま
で

増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。

A
福
祉
保
健
課
長

　

令
和
３
年
度
の

出
生
は
22
名
、
例
年
に
比

べ
非
常
に
少
な
い
。
先
の

見
込
み
は
難
し
い
。

　

各
年
で
違
い
は
あ
る
が
、

村
内
で
通
い
た
い
と
い
う

一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。

QQQ
　

令
和
４
年
度
は

子
育
て
計
画
見
直

し
の
年
、
予
算
は
会
議
一

回
分
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
案
の
提
示
で
終
わ

る
の
か
。
子
ど
も
子
育
て

会
議
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
考
え
は
。

A
村　
長

　

子
ど
も
子
育
て

会
議
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
に
よ
り
書
面
開
催
の

予
定
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
考
え
て
い
な
い
。

A
福
祉
保
健
課
長

　

４
年
度
は
計
画

の
中
間
年
、
前
回
も
必
要

最
小
限
で
行
っ
て
い
る
。

　

情
報
提
供
し
、
見
直
し

に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

米
価
下
落
、
村
の
対
策
は

村
長　

支
援
補
助
金
を

早
期
に
届
け
る

QQQ
　

12
月
議
会
で
も

質
問
し
た
。
１
月

の
日
吉
津
村
農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
説
明
会
に
お
い

て
「
大
変
厳
し
い
」
と
い

う
発
言
が
あ
っ
た
。
対
応

が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

農
業
者
の
方
か

ら
、
た
く
さ
ん
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
２
月
に
は
、

農
業
団
体
、
農
業
法
人
等

か
ら
も
陳
情
が
あ
っ
た
。

今
議
会
に
支
援
補
助
金
を

提
案
し
承
認
さ
れ
た
。
早

期
に
農
家
へ
届
け
た
い
。

　

ほ
か
に
「
コ
ロ
ナ
禍
の

災
害
対
応
」
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

▲新しい保育所を楽しみに元気もりもり

三島尋子　議員三島尋子　議員

▲県産米を食べましょう

村長　ニーズ調査での要望

保育所を認定こども園とは

一般質問



ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
の

自
習
利
用
に
つ
い
て

村
長　

出
会
い
ス
ト
リ
ー

ト
を
利
用
い
た
だ
き
た
い

QQQ
　

以
前
よ
り
図
書

館
で
勉
強
し
た
い

と
要
望
が
あ
る
。
利
用
時

間
が
少
な
い
健
康
相
談
室

も
含
め
て
、
可
能
な
範
囲

で
試
行
す
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

図
書
館
の
一
般

利
用
者
の
妨
げ
と
な
っ
て

は
な
ら
な
い
。
健
康
相
談

室
は
赤
ち
ゃ
ん
も
ハ
イ
ハ

イ
す
る
場
合
が
あ
り
、
衛

生
上
の
問
題
も
あ
る
。

QQQ
　

思
春
期
の
中
高

生
が
、
村
の
図
書

館
で
静
か
に
勉
強
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
無
理

難
題
で
は
な
い
。
耳
を
傾

け
る
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

図
書
館
利
用
者

で
い
っ
ぱ
い
の
時
も
あ
る
。

出
会
い
ス
ト
リ
ー
ト
は
、

職
員
に
よ
る
見
守
り
、
対

応
も
し
や
す
い
。

QQQ
　

海
浜
エ
リ
ア
の

活
性
化
は
、
今
後

の
む
ら
づ
く
り
の
大
き
な

テ
ー
マ
。
多
様
な
村
民
意

見
を
活
か
し
な
が
ら
、
基

本
構
想
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
さ
れ
た
い
、

い
か
が
か
。

A
村　
長

　

検
討
委
員
会
の

結
果
に
つ
い
て
Ｈ
Ｐ
や
広

報
紙
に
公
表
し
、
村
民
に

よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
行
う
。
村
民
意
見
は

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

QQQ
　

う
な
ば
ら
荘
が

閉
鎖
す
る
が
、
海

浜
エ
リ
ア
に
お
け
る
そ
の

後
の
位
置
づ
け
は
。

A
村　
長

　

ア
ス
リ
ー
ト
向

け
の
複
合
型
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
る
。
広
域
的
な

視
点
で
エ
リ
ア
に
に
ぎ
わ

い
が
で
き
る
と
期
待
し
て

い
る
。

QQQ
　

う
な
ば
ら
施
設

は
４
月
に
は
広
域

行
政
か
ら
事
業
者
へ
譲
渡

さ
れ
る
予
定
だ
が
、
村
有

地
の
借
地
料
収
入
が
当
初

予
算
に
見
込
ま
れ
て
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

A
総
務
課
長

　

事
業
者
と
の
借

地
契
約
は
ま
だ
で
、
内
容

も
確
定
し
て
な
い
た
め
。

村
農
業
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

進
め
方
は

村
長　

一
〇
年
後
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
進
め
る

QQQ
　

盛
り
だ
く
さ
ん

の
計
画
だ
が
、
優

先
順
位
は
い
か
に
。

A
村　
長

　

農
業
未
来
会
議

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

段
階
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
本
部

を
設
置
し
、「
ア
グ
リ
マ

イ
ス
タ
ー
」
を
委
嘱
し
て
、

よ
ろ
ず
相
談
窓
口
を
開
設
、

「
お
助
け
隊
」
も
結
成
し

て
い
く
。

　

ほ
場
整
備
は
、
少
し
時

間
を
か
け
、
農
家
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
。
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村
長
　
村
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
取
り
組
む

海
浜
エ
リ
ア
の
活
性
化
計
画
の
策
定
を

▲ロビーだけが、勉強スペースか

▲村民納得のために、基本計画の策定を

一般質問

前田　昇　議員前田　昇　議員



QQQ
　

毎
月
発
行
の
広

報
誌
に
つ
い
て
、

村
民
に
ど
れ
だ
け
周
知
さ

れ
て
い
る
か
調
査
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

A
村　
長

　

具
体
的
な
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
総

合
計
画
の
見
直
し
に
当
た

り
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
情
報
の
入
手
方
法

と
し
て
は
広
報
誌
が
最
も

高
く
、
ま
た
内
容
を
充
実

す
る
と
い
う
意
見
も
最
も

高
か
っ
た
。

QQQ
　

Ｈ
Ｐ
、
１
１
３

　
ｃ
ｈ
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し

た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A
村　
長

　

確
実
に
情
報
が

届
く
広
報
誌
が
優
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
防
災
無
線

と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
確
認

で
き
る
。
村
民
が
必
要
な

時
に
必
要
な
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
環
境
整
備
に

取
り
組
む
。

　

Ｈ
Ｐ
は
即
時
性
が
高
く

情
報
量
も
多
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
の
連
携
も
可
能
な
の
で
、

将
来
的
に
は
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

QQQ
　

１
１
３
ｃ
ｈ
を

　

情
報
発
信
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

村
民
の
登
場
が

特
長
で
あ
り
メ
リ
ッ
ト
。

村
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
や

制
度
な
ど
の
周
知
を
し
て

い
る
が
、
行
事
な
ど
は
取

材
を
し
、
そ
れ
を
村
民
の

み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

く
。
知
っ
た
顔
や
知
っ
た

子
ど
も
が
出
て
い
る
と
、

み
な
さ
ん
が
身
近
に
感
じ

て
く
れ
る
と
い
う
の
が
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
大
き

な
強
み
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
は
自
分
も
参
加
し

て
み
よ
う
と
か
、
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
顔
の
見
え
る
関

係
を
強
化
し
な
が
ら
、
む

ら
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
う
。

海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
と

具
体
策
は

村
長　

委
員
会
で

検
討
を
進
め
る

QQQ
　

海
浜
エ
リ
ア
活

性
化
検
討
委
員
会

は
、
ど
う
い
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
い
つ
ま
で

に
結
論
を
出
す
の
か
。

A
村　
長

　

具
体
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
う
な
ば
ら
荘

は
事
業
者
に
よ
る
新
た
な

構
想
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

な
の
で
、
こ
う
し
た
動
き

も
ふ
ま
え
、
活
性
化
計
画

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QQQ
　

活
性
化
は
、
指

定
管
理
あ
り
き
で

進
め
る
の
か
、
村
の
管
理

・
運
営
で
取
り
組
む
の
か
。

A
村　
長

　

指
定
管
理
あ
り

き
で
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
総

合
的
に
判
断
す
る
。
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河中　博子　議員河中　博子　議員

村長　環境整備に取り組む

情報の公開と共有は必要不可欠

▲活性化が待たれる海浜エリアゾーン

▲それぞれのツールを生かした情報提供を

一般質問



QQQ
　

小
学
校
は
新
体

制
に
な
り
１
年
近

く
が
経
過
す
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
視
察
に
も
行
け
な

い
の
で
、
伺
う
。

①
現
在
、
６
学
年
す
べ
て

２
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
だ

が
、
１
ク
ラ
ス
の
人
数
は
。

②
県
で
も
、
教
員
と
児
童

の
接
す
る
時
間
を
増
や
し
、

学
力
向
上
や
児
童
に
寄
り

添
っ
た
教
育
を
進
め
る
狙

い
か
ら
、
段
階
的
に
全
学

年
を
30
人
以
下
学
級
に
す

る
と
い
う
方
針
だ
が
、
村

の
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

③
理
科
専
科
と
英
語
専
科

の
先
生
が
お
ら
れ
る
が
、

他
の
学
校
で
も
同
じ
か
。

④
６
年
生
が
薬
物
乱
用
防

止
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

る
が
、
成
人
年
齢
が
18
歳

に
下
が
る
こ
と
と
関
係
が

あ
る
か
。

A
教
育
長

　

①
す
べ
て
の
学

年
が
30
人
以
下
で
14
人
か

ら
21
人
と
な
っ
て
い
る
。

②
現
在
、
県
は
１
・
２
年

生
が
30
人
、
３
～
６
年
生

は
35
人
だ
が
、
５
年
間
で

全
学
年
を
30
人
以
下
学
級

に
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

す
べ
て
国
や
県
の
負
担

と
な
る
の
で
、
そ
の
頃
に

は
村
の
負
担
は
な
く
な
る
。

③
１
人
の
担
任
が
す
べ
て

み
る
の
で
は
な
く
、
専
門

性
が
あ
り
、
差
が
つ
き
や

す
い
教
科
を
専
科
の
先
生

に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ど
の
教
科
に
す
る
か
は

学
校
ご
と
に
違
う
。

　

理
科
は
観
察
や
実
験
が

あ
り
、
教
材
や
事
前
準
備

も
ク
ラ
ス
別
々
に
す
る
よ

り
、
て
い
ね
い
に
で
き
る
。

　

県
よ
り
、
質
が
高
い
と

評
価
も
い
た
だ
て
い
る
。

　

英
語
も
５
・
６
年
生
は

教
科
と
な
り
、
中
学
校
の

教
員
免
許
を
も
っ
て
い
る

先
生
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
加
配
措
置
の

要
求
を
県
に
し
て
い
く
。

④
以
前
か
ら
、
６
年
生
で

学
習
し
て
い
て
、
成
人
年

齢
と
の
関
係
は
な
い
。

　

高
学
年
で
正
し
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
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小
学
校
校
庭
の

　

 

芝
刈
り
機
の
予
算
は

教
育
長　

で
き
る
限
り

修
繕
を
お
願
い
し
た
い

QQQ
　

平
成
24
年
６
月

に
芝
の
植
え
付
け

を
し
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ

10
年
に
な
る
。
現
在
も
、

芝
生
化
推
進
隊
を
中
心
に

芝
刈
り
や
肥
料
散
布
な
ど

さ
れ
て
い
る
が
、
乗
用
の

草
刈
り
機
等
を
新
し
く
し

た
い
場
合
の
予
算
は
。

A
教
育
長

　

校
庭
の
芝
刈
り

の
作
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
お
願
い
し
、
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
事
業
と

し
て
教
育
委
員
会
が
担
当
。

　

10
年
も
経
つ
の
で
、
新

し
く
機
械
を
購
入
す
る
場

合
は
予
算
化
も
必
要
だ
が
、

補
助
金
等
を
探
し
た
い
。

　

で
き
る
限
り
、
修
繕
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
世
代

交
代
に
よ
る
人
材
確
保
も

課
題
と
感
じ
て
い
る
。

松本二三子松本二三子　議員　議員

教
育
長
　
工
夫
し
順
調
に
い
っ
て
い
る

日
吉
津
小
学
校
の
状
況
は

▲少人数でゆとりのある教室

▲10年間、働き続ける乗用芝刈り機

一般質問
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うなばら荘 うなばら荘 
幕幕をを閉閉じるじる

　令和４年３月31日、うなばら荘大広間において『解散式』が行われました。
　参加者は、理事長（中田村長）・前理事長（石�前村長）・うなばら荘役員・村議会議員・
西部広域の方、うなばら荘職員さん等多くの参加がありました。
　理事長、山路議長、前理事長のあいさつのあと、全員での拍手をもって終了となりました。

『ありがとう！うなばら荘』（会場に貼られていたメッセージ）

　これまでも議会では、うなばら荘がよい方向へむかうよう考えてきました。
　しかし、最終的には閉館となり残念に思います。今後は新規事業に取り組まれる株式
会社ヤードクリエーションに、人が集まる、にぎわいのある場所にしていただくよう期
待しています。
　うなばら荘については、みなさんさまざまな想いがあると思いますが、少しでもよい
思い出・なつかしい気持ちをもちつづけていただけたら幸いです……。

追　跡



り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り

楽
し
い
日
々
が
過
ご
せ
ま

す
。

山
口
さ
ん　
若
い
人
と
ま

た
違
っ
た
大
人
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
集
ま
り
だ
と
思
い

ま
す
。

　

村
に
住
ん
で
い
な
が
ら

老
人
会
に
入
会
す
る
ま
で

は
下
口
自
治
会
以
外
の
人

と
あ
ま
り
話
す
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
入
会

し
て
か
ら
は
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
、
ス
ポ
ー
ツ

に
研
修
会
に
参
加
し
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、

村
の
シ
ニ
ア
層
の
爺
も
婆

も
本
当
に
若
く
は
つ
ら
つ

と
し
て
、
私
も
負
け
な
い

よ
う
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

森
本
さ
ん　
老
人
会
に
入

り
ま
せ
ん
か
。
え
、
み
な

さ
ん
も
、
自
分
も
ま
だ
ま

だ
そ
ん
な
年
で
は
。

　

で
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と

交
流
で
き
る
機
会
と
思
い
、

即
入
会
。

　

い
ざ
入
会
す
る
と
み
な

さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
活
動
さ
れ
、
何
ら
違

和
感
も
な
く
和
め
ま
し
た
。 　

先
輩
方
々
に
教
わ
り
つ

つ
誰
も
が
公
平
。

　

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
一
緒
に
集
い
ま
し
ょ
う
。

池
口
さ
ん　
コ
ロ
ナ
は
私

た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
も

社
会
様
式
を
大
き
く
変
え

ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
家
族
以
外
の

人
と
の
会
話
が
な
く
な
り

緊
張
感
の
な
い
生
活
が
続

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

会
の
運
営
、
加
入
促
進

に
つ
い
て
は
、
そ
こ
の
と

こ
ろ
に
留
意
し
て
進
め
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

兼
本
さ
ん　
60
歳
に
な
っ

た
こ
ろ
老
人
会
に
誘
わ
れ
、

最
初
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
た
め
、
み

な
さ
ん
に
つ
い
て
行
く
の

が
や
っ
と
の
思
い
で
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
運
動
を
し
な

い
で
い
る
と
体
が
動
か
な

く
な
る
と
思
い
加
入
し
、

少
し
で
も
動
け
る
体
づ
く

り
を
し
よ
う
と
考
え
、
今

で
は
毎
日
動
け
る
体
に
な

り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
動
け
る
体

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
内
容
に

つ
い
て
感
想
を
お
聞
か

せ
下
さ
い

吉
崎
会
長　
議
会
だ
よ
り

は
毎
号
読
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
生
活
や
身
近
な
質

問
は
関
心
を
持
っ
て
読
ん

で
い
ま
す
。

老
人
会
へ
加
入
の
ア
ピ
ー

ル
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

吉
崎
会
長　
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
を
重
点
項
目
で

取
り
組
み
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
高
齢
期
を
楽
し

く
生
き
が
い
を
も
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

健
康
で
身
近
な
仲
間
と
支

え
合
い
な
が
ら
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。

　

生
活
を
豊
で
楽
し
い
活

動
な
ど
一
人
で
も
多
く
の

方
が
加
入
さ
れ
る
こ
と
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

建
部
さ
ん　

加
入
前
は
、

朝
か
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
生

活
だ
っ
た
。

　

老
人
会
に
加
入
し
て
、

同
年
代
の
人
と
話
を
し
た
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▲グラウンドゴルフ大会

村民インタビュー

村民村民村民村民インタビューインタビュー

松田悦郎松田悦郎さんさん
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建
部
さ
ん　
組
織
の
指
示

で
な
ん
で
も
反
対
の
人
も

い
る
し
、
原
発
に
代
わ
る

電
力
を
得
る
に
は
火
力
、

水
力
、
風
力
、
ソ
ー
ラ
ー

な
ど
多
く
の
設
備
が
必
要

で
、
さ
ら
に
環
境
、
騒
音
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
、
色
々
な

問
題
が
あ
る
。

山
口
さ
ん　
毎
回
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
特
に
興
味

深
く
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

議
員
の
み
な
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
質
問
、
さ
す

が
村
民
代
表
の
方
と
感
心

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
吉
津
村

の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

森
本
さ
ん　

議
決
結
果
、

陳
情
審
査
結
果
が
明
確
で

分
か
り
や
す
い
で
す
。

　

県
外
へ
の
議
員
親
善
研

修
訪
問
さ
れ
た
時
の
感
想
、

参
考
等
を
各
議
員
で
述
べ

ら
れ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。

池
口
さ
ん　
質
問
に
よ
っ

て
は
、
熱
量
が
足
り
な
い

と
感
じ
ま
す
。

　

問
う
側
、
答
え
る
側
も

事
の
本
質
を
も
う
少
し
深

掘
り
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

兼
本
さ
ん　
う
な
ば
ら
荘

の
記
事
は
と
て
も
さ
び
し

い
で
す
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
マ
ラ
ソ

ン
等
で
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
施
設
も
、
村

民
に
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。議

会
や
行
政
に
ご
意
見
、

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
下
さ
い

吉
崎
会
長　
海
浜
公
園
多

目
的
広
場
の
芝
張
り
替
え

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
部
さ
ん　
海
浜
公
園
の

指
定
管
理
は
一
向
に
話
が

進
ま
ず
、
芝
広
場
は
草
広

場
の
状
態
で
、
夏
場
は
水

か
け
を
し
な
い
と
芝
が
枯

れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

あ
の
広
さ
に
水
を
か
け

る
の
は
大
変
な
作
業
で
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の

設
備
と
芝
の
張
り
替
え
が

必
要
だ
と
思
う
。

森
本
さ
ん　
村
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
方

と
そ
う
で
な
い
方
が
お
ら

れ
ま
す
。

　

住
ん
で
良
い
日
吉
津
村

の
推
進
・
向
上
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

池
口
さ
ん　
議
員
の
み
な

さ
ん
に
は
夢
を
語
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　

そ
し
て
語
っ
た
夢
に
期

日
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
語
る
夢
に
村

民
が
共
鳴
し
た
時
、
村
に

新
し
い
動
き
が
始
ま
る
事

を
期
待
し
ま
す
。
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▲いも苗植え

村民インタビュー

村民村民村民村民インタビューインタビュー

山口純子山口純子さんさん
池口伸之池口伸之さんさん

建部智功建部智功さんさん

兼本修二兼本修二さんさん



編編編
集集集
後後後

記記記

　

日
野
川
土
手
の
桜
並
木

も
満
開
と
な
り
、
心
躍
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
建
設
中
（
９
月

開
館
予
定
）
の
複
合
型
子

育
て
拠
点
施
設
の
名
称
が

『
ミ
ラ
イ
ト
ひ
え
づ
』
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
、
複
合
型

と
い
う
点
で
運
営
に
対
し

て
は
少
し
不
安
を
感
じ
な

が
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

「�

乞
う
ご
期
待
！�

」

�

　

―
加
藤�　

記
―

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

松
本
二
三
子
・
長
谷
川
康
弘

加
藤　
　

修
・
三
島　

尋
子

松
田　

悦
郎

表
紙　

桜
の
下
で
記
念
撮
影

　

今
年
は
多
く
の
花
見
の
方
が

お
ら
れ
る
中
、
肥
料
ま
き
等
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
こ
う
い
う
努
力
を
さ
れ
て
、

き
れ
い
な
桜
が
咲
く
ん
で
す
ね
。

素
晴
ら
し
い
桜
並
木
で
す
。」

と
、
男
性
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
並
木
入
り
口
あ
た
り

に
は
芝
桜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

来
年
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

３
月
に
退
職
し
ま
し
た

が
、
建
設
産
業
課
に
再
任

と
な
り
ま
し
た
。

　

�

ま
だ
ま
だ
、張
り
切
っ

て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

は
じ
め
て
の
部
署
で
、

戸
惑
う
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
執
行
部
と
議
会
と
の

良
好
な
関
係
の
構
築
に
、

務
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
表
彰
式

に
は
参
加
せ
ず
「
優
秀
賞
」
の

表
彰
状
の
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
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次回の定例会は
６月です

桜
づ
つ
み
王
子
製
紙

桜
づ
つ
み
王
子
製
紙

と
恒
例
の
作
業

と
恒
例
の
作
業

　
　
と　

き　

４
月
４
日
（
月
）

　
　
と
こ
ろ　

日
野
川
土
手

議
会
事
務
局
長
異
動

議
会
事
務
局
長
異
動

第第
2929
回
町
村
議
会

回
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

小乾 敬介 新局長高森　彰 前局長

─ただいま編集中─
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